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催｡理事会終了後,特別講演として,栗本雅司先生 (林原 ･藤崎研究所長)による ｢林原生物化学研究
所の概要｣,永井次郎先生 (カナダ農商務省研究所,部長) による ｢実験動物の開発- 特にその
遺伝学的手法について｣の2題がとりあげられた｡ 永井次郎先生は,日本学術振興会の招へいを受けて
来日中の,実験動物開発 ･改良に関する世界的権威者であり,先生を岡山にお迎えし,具体的,かつ,
参考となるご講演を拝聴する機会を得たことは幸いであった｡また,講演後,藤崎研究所の施設見学も行
なわれ,極めて有意義の会であった｡
以上が,発足一年目における岡山実験動物研究会活動経過のあらましである｡ 一年を顧みて,予期以
卜の成果があげられたものと考える｡ このことは,始めに申しあげたように,本研究会の活動を積極的
にご支援いただいた多くの万々のご協力のたまものである｡本研究会は,今後,年 3-4回の開催を目
標として,講演会,研究発表会を中心として運営される計画である｡ 実験動物,動物実験について興味
ある話題が,つぎつぎに提供され,会員相互の活発な討論を通じて,問題の本質の解明と,その解決に
会員一同協力してあたることができれば幸いと考える｡ 終りに,会員各位のこれまでのご協力に対し厚
くお礼申しあげるとともに,引続きご鞭接をお願いする次第です｡
